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3 2平成27年3月号

（1）初任給の状況
　 ア　行政職給料表

伊是名村職員等の給与等公表
資料：平成26年度給与実態調査

（3）特別職の給料等月額の状況

正規の試験

選考

高校卒

高校卒

１級５号給

１級１号給

試験 学歴免許等 初　任　給

140,100円

135,600円
一般職

初任給
基準表職種

　 イ　海事職給料表

高校卒

海員学校

中学卒

１級13号給

１級５号給

１級１号給

学歴免許等 初　任　給

153,000円

142,100円

138,000円

船　員

初任給基準表職種

　 医療職員給料表

大学卒 ２級11号給

学歴免許等 初　任　給

201,100円保健師

初任給基準表職種

村　長

副村長

教育長

議　長

副議長

議　員

給料月額 期末手当の支給割合

743,000円（668,000円）

602,000円（541,000円）

565,000円（508,000円）

266,000円　

220,000円　

205,000円　

６月期
12月期
　計

1.40月分
1.55月分
2.95月分

（50％支給）
給付率は、上記と同じ

※３役は給与10％減額支給

（2）平均給料月額及び平均年齢の状況
区　　分

一般行政職

医　療　職

海　事　職

平均給料月額

308,220円

279,100円

297,000円

平均年齢

（4）職員手当の状況

期末手当

６月期

12月期

計

勤勉手当

※  職務加算措置あり
※  財政事情により2％の減額支給
※  人事院勧告により、26年12月1日に3.95→4.1に改訂

1.225月分

1.375月分

  2.60月分

0.675月分

0.825月分

1.5月分

平成26年度

20歳～23歳

24歳～27歳

28歳～31歳

32歳～35歳

36歳～39歳

40歳～45歳

46歳～49歳

50歳～53歳

54歳～57歳

58歳～59歳

計
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77

（6）年齢別職員構成の状況

（5）各種手当の状況（一般行政職）

◎家賃23,000円
以下　12,000円
控除した額
◎家賃23,000円
を 超 える 場 合
23,000円控除し
た 額 の 2 分 の1

（その控除した
額 の 2 分 の1 が
16,000円を超え
るときは16,000
円）を11,000円
に加算した額

　　新築から5年は
　　2,500円

借
家

区　分 伊是名村
国の制度
との異同

同

同

H25.1
廃止

扶養手当

住居手当

（平成26年4月1日現在）（単位：人）

持
家

43.6歳

39歳

44.2歳

（減額支給）

配偶者13,000円、扶
養者6,500円（配偶者
がいない場合11,000
円）
満16歳に達する年度
初めから満22歳に達
する年度末までの間
にある子1人につき
5,000円加算

尚円王生誕600年祭プレイベント郷友芸能祭賑わう尚円王生誕600年祭プレイベント郷友芸能祭賑わう

 伊是名郷友芸能協会（通水会）
 会長　東江粂雄

　
平
成
26
年
11
月
23
日
、
浦
添
市
の
て
だ
こ
ホ
ー
ル

で
第
２
回
伊
是
名
郷
友
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
、
会

場
は
沖
縄
本
島
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
郷
友
会
員
で

あ
ふ
れ
、
久
々
に
見
る
島
の
芸
能
を
通
し
て
ふ
る
さ

と
と
の
絆
を
い
っ
そ
う
強
め
ま
し
た
。公
演
は
村
青
少

年
等
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
、
今
年
８
月
に
島
で
実

施
さ
れ
る
尚
円
王
生
誕
６
０
０
年
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。島
か
ら
も
村
青

年
団
協
議
会
に
よ
る
組
踊「
仲
村
渠
真
嘉
戸
」、「
尚

円
太
鼓
」、「
字
諸
見
の
ウ
ン
ナ
ガ
ー
イ
」が
演
目
に
加

わ
り
、
平
成
２３
年
の
第
１
回
公
演
を
上
回
る
充
実

し
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
伊
是
名
と
縁
の
あ
る
演
目
で
の
構

成
を
基
本
に
し
ま
し
た
。第
１
部
は
幕
開
け
舞
踊
の

か
ぎ
や
で
風
の
後
、あ
が
さ
節
、
仲
里
節
の
斉
唱
、そ

し
て
メ
イ
ン
は
組
踊
「
仲
村
渠
真
嘉
戸
」。「
仲
村
渠

真
嘉
戸
」は
、
県
文
化
振
興
会
の
助
成
事
業
で
去
年

11
月
に
島
で
上
演
し
た
の
を
再
演
し
た
も
の
で
、
国

指
定
組
踊
保
持
者
の
親
泊
興
照
、
親
泊
久
元
氏
の

演
技
指
導
に
よ
る
本
格
的
な
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

出
演
者
は
組
踊
独
特
の
唱
え
や
所
作
を
よ
く
こ
な

し
て
い
ま
し
た
。中
で
も
う
ち
な
ー
ぐ
ち
を
全
く
話

せ
な
い
大
和
人
の
大
野
耕
太
さ
ん
の
演
技
に
は
、
会

場
か
ら
感
嘆
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。他
の
出
演
者

も
触
発
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。真
嘉
戸
が
夢
に
ま

で
見
た
松
金
と
会
え
て
、つ
の
る
思
い
を
伝
え
た
時
の

地
謡
、
東
江
節
一
名
ア
ー
キ
ー
、
そ
し
て
伊
江
島
に
連

戻
さ
れ
る
時
の
地
謡
、伊
野
波
節
で
は
演
者
と
観
客

の
心
情
が一
体
と
な
り
、
目
頭
を
押
さ
え
る
観
客
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。名
護
市
か
ら
来
た
あ
る
郷
友

会
員
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
も
兼
ね
て
家
族
全
員
で

見
に
来
ま
し
た
。大
変
感
動
し
ま
し
た
。感
謝
で

す
。」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
２
部
に
移
る
休
憩
時
間
に
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
寄
付
金
を
前
田
政
義
村
長
経
由
で
仲
田
允

碩
教
育
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。入
場
料
や
広
告
料
な

ど
多
く
の
郷
友
の
芳
志
を
青
少
年
等
の
人
財
育
成

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
２
部
は
、
懐
か
し
い
伊
是
名
校
校

歌
を
会
場
と
と
も
に
斉
唱
し
、
オ
ペ
ラ
や
日
舞
、
民

謡
、尚
円
太
鼓
、琉
舞
な
ど
芸
能
協
会
の
総
力
を
あ

げ
た
演
目
と
な
り
ま
し
た
。圧
巻
は
「
も
ー
あ
し
び
」

と「
豊
年
祭
」。島
の
豊
年
祭
は
独
特
で
綱
引
き
の
前

に一
斗
缶
を
打
ち
鳴
ら
し
て
各
家
を
廻
り
豊
作
を
感

謝
す
る「
ガ
ー
エ
」、
一
間
四
方
の
板
の
上
で
取
っ
組
合

い
を
す
る「
ス
ナ
イ
」は
、
手
火（
松
明
）と
と
も
に
他

市
町
村
の
綱
引
き
で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
す
。

　
今
回
の
芸
能
祭
に
あ
た
っ
て
力
点
を
置
い
た
の
は

会
場
用
冊
子
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
編
集
で
す
。尚
円
王

生
誕
６
０
０
年
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
、
冊

子
の
見
開
き
に
尚
円
王
の
肖
像
画
と
第
１０
代
伊
是

名
尋
常
高
等
小
学
校
長
の
與
儀
喜
明
校
長
が
詠
ん

だ
「
御
主
ぬ
生
り
た
る
伊
是
名
島
で
む
ぬ

　す
ぐ

り
ら
な
う
つ
み
わ
し
た
童
」
を
配
置
し
た
こ
と
で

す
。開
幕
で「
あ
が
さ
節
」古
典
曲
に
載
せ
て
斉
唱
し

ま
し
た
が
、
校
歌
と
と
も
に
こ
の
琉
歌
は
伊
是
名
村

民
、郷
友
会
員
の
誇
り
で
あ
り
島
人
の
心
を
鼓
舞
し

て
止
み
ま
せ
ん
。ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
幾
星
霜
、
心
の

襞
に
沁
み
る
芸
能
祭
で
あ
り
ま
し
た
。

　
祝
辞
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
前
田
政
義
村
長
、
前

川
清
議
会
議
長
、
仲
田
允
碩
教
育
長
、
高
良
県
副

知
事（
当
時
）、
儀
間
光
男
参
議
院
議
員
の
各
氏
に

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ふるさとの青少年等支援に寄付金贈呈

い
く
せ
い
そ
う

ひ
だ
　
　
し
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プ
ロ
グ
ラ
ム
第
２
部
に
移
る
休
憩
時
間
に
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
寄
付
金
を
前
田
政
義
村
長
経
由
で
仲
田
允

碩
教
育
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。入
場
料
や
広
告
料
な

ど
多
く
の
郷
友
の
芳
志
を
青
少
年
等
の
人
財
育
成

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
２
部
は
、
懐
か
し
い
伊
是
名
校
校

歌
を
会
場
と
と
も
に
斉
唱
し
、
オ
ペ
ラ
や
日
舞
、
民

謡
、尚
円
太
鼓
、琉
舞
な
ど
芸
能
協
会
の
総
力
を
あ

げ
た
演
目
と
な
り
ま
し
た
。圧
巻
は
「
も
ー
あ
し
び
」

と「
豊
年
祭
」。島
の
豊
年
祭
は
独
特
で
綱
引
き
の
前

に一
斗
缶
を
打
ち
鳴
ら
し
て
各
家
を
廻
り
豊
作
を
感

謝
す
る「
ガ
ー
エ
」、
一
間
四
方
の
板
の
上
で
取
っ
組
合

い
を
す
る「
ス
ナ
イ
」は
、
手
火（
松
明
）と
と
も
に
他

市
町
村
の
綱
引
き
で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
す
。

　
今
回
の
芸
能
祭
に
あ
た
っ
て
力
点
を
置
い
た
の
は

会
場
用
冊
子
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
編
集
で
す
。尚
円
王

生
誕
６
０
０
年
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
、
冊

子
の
見
開
き
に
尚
円
王
の
肖
像
画
と
第
１０
代
伊
是

名
尋
常
高
等
小
学
校
長
の
與
儀
喜
明
校
長
が
詠
ん

だ
「
御
主
ぬ
生
り
た
る
伊
是
名
島
で
む
ぬ

　す
ぐ

り
ら
な
う
つ
み
わ
し
た
童
」
を
配
置
し
た
こ
と
で

す
。開
幕
で「
あ
が
さ
節
」古
典
曲
に
載
せ
て
斉
唱
し

ま
し
た
が
、
校
歌
と
と
も
に
こ
の
琉
歌
は
伊
是
名
村

民
、郷
友
会
員
の
誇
り
で
あ
り
島
人
の
心
を
鼓
舞
し

て
止
み
ま
せ
ん
。ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
幾
星
霜
、
心
の

襞
に
沁
み
る
芸
能
祭
で
あ
り
ま
し
た
。

　
祝
辞
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
前
田
政
義
村
長
、
前

川
清
議
会
議
長
、
仲
田
允
碩
教
育
長
、
高
良
県
副

知
事（
当
時
）、
儀
間
光
男
参
議
院
議
員
の
各
氏
に

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ふるさとの青少年等支援に寄付金贈呈

い
く
せ
い
そ
う

ひ
だ
　
　
し



5 4平成27年3月号

　平成26年度（第21次）伊是名村少年の翼一行（団長：城間克也教
頭、小学校6年生児童16名、引率5名）は、2月2日～6日（4泊5日）の
日程で、北海道日高小学校との交流学習を実施した。
　初日は一日かけて日高町へ到着。二日目は、地元の保護者や地域
の方々の指導を受けスキー体験を思いっきり楽しんだ後、日高小6
年生の児童と合流しレクや夕食を共にした。三日目には日高小学校
を訪れ、全体交流や雪遊びが行われた。また、日高の保護者による
地元の食材を使った手作り料理でもてなされ、両校児童は親睦を
深めた。夕方には札幌まで移動し、雪祭り会場を見学。翌日、北海道を後にした一行は二日かけて島へ無事に到着した。
　団長として引率した城間教頭は「北海道日高小学校との交流学習は、今回で21回を数える。日高の皆さんの温かいも
てなしと北国の体験は、子どもたちに感動を与えている。みんなスキーが大好きになったようです。これからもずっと継続
してほしいです。」と述べていました。

　2月25日(水)尚円王御庭公園内に桜の木100本をはじめ、サンダンカ、イッペイ、トックリキワタ、彼岸花
の球根200個が植樹された。これは、「尚円王生誕600年祭」を記念して東江建設会長の東江優さんによる

寄贈で、前田村長はじめとする村関係者が出席のもと贈呈式
が行われた。
　東江さんは「伊是名の人は情け深い島人（しまんちゅ）。“イ
ヒャジューテー“で旅人を親切にもてなす心が今も残ってい
る。海も緑もあるが、花があまり見られない。花があれば島を歩
いて回るのもおもしろくなる。これから島中に花が拡がって欲
しい。」と話した。前田村長は「海と、山の緑と、花が一体となっ
た島づくりが出来るようにしていきたい。」と謝辞を述べた。

　小中学生の「科学する心」を育む第55回自然科学観察コンクール（毎日
新聞社など主催、文部科学省後援）の表彰式が2月21日、東京都江東区の
日本科学未来館で行われ、伊是名中学校3年の東江孝太君が「肉食貝(アク
キガイ科)の生態2」で、中学の部で1等賞を受賞した。また、母で伊是名小
生物クラブボランティア指導の東江京子さんも指導奨励賞を受賞した。
　小学校入学から9年間、島に生息する貝を研究してきた孝太君は、小学6
年で小学校の部1位の文部科学大臣賞と、昨年は継続研究奨励賞を受賞し
ていた。さらなる研究を重ねた結果が受賞に繋がった。孝太君は「9年間の
集大成で賞が取れてとてもうれしい」とコメントした。

氷点下白銀の大地へ
～第21次少年の翼～

「肉食貝（アクキガイ科）の生態2」で1等賞!!
東江孝太君（伊是名中学校3年）

「肉食貝（アクキガイ科）の生態2」で1等賞!!
東江孝太君（伊是名中学校3年）

株式会社 東江建設　東江優 会長「尚円王生誕600年祭」記念木贈呈

とても楽しかった。
　　思い出ありがとう！

消防車、銘苅家設置の放水銃で放水する様子

上手に滑れたかな！？

氷の芸術にみんな感動でした

文化財継承は大切な使命と語る中川会長

北海道は食材の宝庫
、おいし～！！

産業支援センター前に設置

仲田港と臨海ふれあい公園中間

左から前田村長、東江会長、前田清村副議長が式典代表で植樹

孝太君（中央）と母、姉

交通安全看板設置 本部警察署･
本部地区交通安全協会

　本村における交通安全対策の一環として、
本部警察署及び本部地区交通安全協会から
交通安全看板が提供された。看板は2月中旬
に、仲田港付近と産業支援センター入り口の
2カ所に設置された。本部署では飲酒運転根
絶やシートベルト着用をはじめ、運転中の携
帯電話の使用を控えるよう呼びかける。村民
の皆様も携帯電話を使用する場合は、一時
停車を心がけましょう。

　
毎
年
１
月
26
日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」で
す
。文
化
財
防
火

デ
ー
の
制
定
は
、昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、現
存
す
る
世
界
最
古

の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺（
奈
良
県
斑
鳩
町
）の
金
堂
が
炎

上
し
、壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
も「
第
35
回
文
化
財
防
火
訓
練
」が
、国
指
定
重

要
文
化
財「
銘
苅
家
」(

字
伊
是
名
区)

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。銘

苅
家
に
設
置
さ
れ
て
い
る
火
災
報
知
器
が
作
動
し
、村
役
場
へ
通

報
さ
れ
る
と
消
防
団
員
が
出
動
。消
防
車
と
銘
苅
家
敷
地
内
に
あ

る
放
水
銃
を
使
用
し
て
の
消
火
活
動
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　
村
文
化
財
保
護
審
議
会
の
中
川
貞
充
会
長
は
、「
こ
の『
銘
苅

家
』は
県
内
で
も
数
少
な
い
国
指
定
重
要
文
化
財
の
一
つ
。今
後
も

大
切
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
、文
化
財
保
護
に

対
す
る
有
意
義
な
訓
練
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

文
化
財
防
災
訓
練

第
35
回
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※税務署の駐車場は狭隆ですので、お車で来署される際は、サンエー東江ショッピングタウン
　屋上の臨時駐車場を利用いただきますようお願いします。

確定申告会場は、『名護税務署』です！
平成26年分の所得税・消費税(個人)確定申告は、名護税務署が申告会場です。
※「港区公民館」では確定申告会場を開設しておりませんので、ご注意下さい。

名護税務署　2階
午前9時～午後4時まで(土日・祝日を除く)
所得税 

▲

平成27年2月16日(月)～平成27年3月16日(月)
消費税 

▲

平成27年1月～平成27年3月31日(火)
贈与税 

▲

平成27年2月2日(月)～平成27年3月16日(月)

申告会場

相談受付

申告期間

　村民の皆様へ　原付バイク・軽自動車及び普通乗用車の抹消手続きは3月31日までとなっております。車両
の有無に関わらず、抹消せずに4月1日を過ぎると課税されますのでご注意下さい。

～ 抹消手続きの方法 ～

※法人車両の抹消手続きは登記簿謄本(１通)が必要となります。
自動車の抹消についてはJAオートにて手続きが出来ますが、郵送日数等の関係上
今年度は平成27年3月23日(月)が受付最終日となっていますのでお知らせいたします。

役場総務課　　★原付・小型バイク  ： 印鑑・ナンバープレート
J A オ ー ト 　 ★軽自動車　　　　：ナンバープレート・自動車検査証　　　　　　　
　　　　　　　★普通乗用車　　   ： ナンバープレート・自動車検査証・印鑑証明書・実印

■手続き

　場所
（必要な物）

問い合わせ
役場　総務課　税務係
☎45-2001問い合わせ　役場　総務課　☎45-2001

　沖縄県町村交通災害共済組合は、県内の全町村で組織され「住民に対する交通災害共済事業」を行って
おります。本共済は、村住民が交通事故による災害を被った場合に適切な給付を行い、住民の生活の安全
と福祉の増進に寄与するため、加入者一人一人が相互扶助協力の精神に基づき見舞金を支給する共済事業
です。この趣旨を理解のうえ、ご加入して下さるようお知らせします。

共済期間：平成27年4月1日～平成28年3月31日まで　共済掛金：一人500円
　加入された皆様は万が一、事故（自損事故含む）にあわれた場合、見舞金の請求に“事故証明”が必要と
なりますので警察へ届けてください。

1 対象
・民間賃貸住宅のトラブルに関する相談(家賃を払ってもらえないので退去してもらいたい、突然明け渡しを求
　められた、賃料を上げたい・下げてもらいたい、敷金を返してもらえないなど)
・家主・借り主どちらからの相談もOK
2 弁護士による無料相談
(1)電話相談
・フリーダイヤル(0120-003-703) にかけてもらうと、弁護士が直接対応
・平成26年8月下旬から平成27年3月まで
・毎週水曜日　午前10時～12時、午後2時～午後4時、午後5時～午後7時の3コマ実施
・毎週金曜日　午前10時～12時、午後2時～午後4時の２コマ実施
(2)面談相談
・弁護士会に予約電話(098-865-3737)
・1コマ(30分)無料
3 その他
・事業実施主体は、沖縄弁護士会(那覇市松尾2丁目2番26-6号)
・この相談は、国土交通省の補助金の交付を受けて実施しています
・弁護士が仲介入となって紛争解決のお手伝いをする手続き（ADR）の利用も可能

民間賃貸住宅相談

　認知症の人が地域で安心して暮らし
ていくために、一番必要なことは“まわり
の理解と優しさ“です。自分や家族が認
知症になっても、住み慣れた地域におい
て自分らしく笑顔に暮らすために”職場
や地域の中で、認知症の人やその家族を
あたたかく見守り、支援していただくサ
ポーターになってください！“

　平成２７年２月７日（土）産業支援センターにおいて、認知
症の人と家族の会沖縄県支部が伊是名島講演会を開催しま
した。世話人代表の金武直美氏含め４名で来ていただき、若
年性認知症の家族の想い、認知症の予防と治療、防災訓練
の一環での認知症の方が行方不明になった際の捜索訓練等
認知症の人を地域で支えるためになど、盛りだくさんの内容
を伝えていただきました。認知症についての理解を４６名の
参加者で深めました。本人の声を聞き、知ること、また介護者
でつながって支えていくことの大切さも学びました。

地域包括支援センター便り

あなたもサポーターになりませんか？

 地域包括支援センター
☎0980-45-2336

認知症の人と家族の会沖縄支部世話人  大久保 千賀子 氏（北中城若松病院認知症疾患医療センター 室長）の
認知症予防の講演内容より

☆今からできる認知症予防☆

　まとめ１　生活の仕方で認知症は予防できる

⑴ 血管を大事にしよう
⑵ 週に３回以上30分の運動を
⑶ 趣味を持ち、積極的に社会に参加しよう。
⑷ 生きる目的や目標を持って生きる。

　まとめ２　脳の健康づくり

●ワクワク　ドキドキ　ときめく事、楽しい事
●考え方を変えて、くよくよしない
●今までやってきた慣れたことにちょっとだけ新しい刺激
●「自分で」考える。
●仲間と一緒にする。言葉を使う。

最近物忘れが気になる方、認知症について知りたい方、ご気軽にご相談ください。

infoRmation情報コーナー

お知ら
せ 税務署からのお知らせ

お知ら
せ 総務課より　自動車抹消に関するお知らせお知ら

せ 家族揃って加入しましょう！交通災害共済  申し込み2月1日～

お知ら
せ
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・中学校卒業式 
・幼稚園修了式 
・小学校卒業式
・小中学校離任式
・保育園卒園式
・春分の日
・土帝君(トートク)
・史劇「尚円王」～松金がゆく～
　西原町／さわふじ未来ホール
・公事清明祭
・中学校入学式
・小学校入学式
・幼稚園入園式
・沖縄ドラッグレース in IZENA

　1月25日、伊是名中学校46期生（S53年生）の村内在住者
が、平成6年卒業記念に埋めたタイムカプセルを掘り起こ
した。21年ぶりに出された箱には“10年後の君たち、こんに
ちは”と書かれており、中に入っていた物を懐かしそうにひ
とつひとつ確認していた。その中には、将来の自分に宛て
た手紙も含まれており、後に行われる同窓会で開封する予
定だそうです。 中学校校門の角に埋めたカプセルを開ける46期生

月3 4～ 月上旬の行事予定

タイムカプセル掘り起こす
～伊是名中46期生～

＊2月号の訂正とお詫びについて
　平成27年2月号の7ページに掲載いたしました、「新年･ソフトテニス大会開催」記事について優勝ペアを上
間悠悟（中学）･名嘉美奈子（一般）と掲載しましたが、正しくは久保田祐斗（高校）･島袋龍大（中学）の優勝で
した。訂正してお詫びいたします。

　３月30日から「ニューいぜな」は船体部補修工事（船
体部塗装）の為、「フェリーぐすく」を用船し運航します
ので、村民の皆様ご理解、ご協力宜しくお願いします。

３月30日 ～４月4日 （フェリーぐすく）

商工観光課   船舶　☎ 45ｰ2534
仲田港ターミナル　☎ 45ｰ2002
運天港連絡事務所　☎ 56ｰ5084

「ニューいぜな」ドックのお知らせ

1便

2便

9：00

13：30

10：20

14：50

11：00

15：30

12：20

16：50

伊是名発 運天着 運天発 伊是名着

お問い合わせ

　季節の変わり目には邪気（鬼）が生じると考えられてお
り、それを追い払うための悪霊ばらいが行われる。保育所
でも、子どもたちの一年の無病息災を願い、豆まきが行わ
れた。鬼が現れると、子どもたちは大混乱。「悪い子はどこ
だ～」と鬼が近寄ると逃げ回ったり、先
生にしがみついたり。それでも勇気
を振り絞って豆をぶつけ、鬼を退
治しました。

先生たすけて〜

節分で豆まき 保育所
悪い子は連れて行くぞ！

こわいよ〜

近くに来ないでよ〜
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